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一
六
六

法
賢

課

出

経
典

に

つ

い
て

無
量
壽
荘
嚴
経
を
中
心
と
し
て

柴

田

泰

本
論
文
は
、
法
賢
課
出
経
典
七
十
六
部
中
、
唯

一
の
浮
土
経
典
で
あ

る
大
乗
無
量
壽
荘
嚴
経
の
特
異
性
が
、
他
の
七
十
五
部
を
検
討
す
る
事

に
よ
つ
て
、
何
ら
か
の
相
似
性
を
見
出
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
云
う
事

を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
乗
無
量
壽
荘
嚴
経
は
、
浮
土
敏
思
想

を
示
す
経
典
と
し
て
、
最
も
大
き
な
比
重
を
占
め
る
梵
藏
漢
無
量
壽
経

の

一
異
本

で
あ
り
な
り
な
が
ら
、
本
願
文
を
初
め
と
し
て
各
章
段

・
偶

頗

の
轄
化

・
省
略
、
並
び
に
思
想
形
態
の
相
違
等
で
、
諸
異
本
中
、
特

異
な
経
典

と
し
て
そ
の
位
置
づ
け
に
も
諸
説
の
多
い
経
典
で
あ
る
が
、

法
賢
課
出
経
典
の
分
類
か
ら
見
る
と
、
他
に
浮
土
経
典
と
考
え
ら
れ
る

も
の
が
無

い
貼
に
於
い
て
、
特
に
全
髄
の
三
分
の
二
を
占
め
る
密
敏
経

典
の
課
出
か
ら
考
え
て
も
、
そ
の
特
異
性
が
何
ら
か
の
影
響
に
よ
る
課

出
者
の
意
圖
か
ら
爲
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
云
う
疑
問
が
生
じ
る
わ

け
で
あ
る
。

課
出
経
典
を
槍
討
す
る
場
合
、
先
ず
第

一
に
指
摘
さ
れ
る
貼
は
、
無

量
壽
佛

・
極
樂
の
名
稽
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
で
あ
る
。
法
賢
課
出
経

典
中
、
無
量
壽
佛
並
び
に
極
樂
に
關
す
る
語
が
記
載
さ
れ
て
い
る
経
典

は
十

一
部
あ
り
、
そ
の
中
、
較
量

一
切
佛
刹
功
徳
経
を
除
い
た
他
の
十

部
は
い
ず
れ
も
密
敏
部
に
鵬
し
、
し
か
も
異
繹

は
無
い
。
無
量
壽
佛
の

名
構
に
關
し
て
云
え
ば
、
密
敏
経
典
八
部

に

「
無
量
壽
佛
」
二
十

一

個
庭

(
そ
の
中
、
密
教
五
佛
中
の
一
佛
と
し
て
は
八
個
庭
)
、
陀
羅
尼
中
に

「
阿
彊

(彌
)
多
」
六
、
諸
佛
名
列
學
の
中
に

「
無
量
光
」

一
個
庭
示

(
1
)

さ
れ
る
。
華
嚴
部
に
囑
す
る
較
量

一
切
佛
刹
功

徳
経
に

つ
い
て
云
え

ば
、
佛
陀
蹟
陀
羅
課
六
十
華
嚴
壽
命
品

・
實
又
難
陀
課
八
十
華
嚴
壽
量

品

・
玄
婁
課
顯
無
邊
佛
土
功
徳
経
と
相
慮
し
、

「
無
量
壽
佛

・
極
樂
世

(
2
)

界
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
個
塵
が
、
六
十

・
八
十
華
嚴
で
は
い
ず
れ
も

(3
)

「
阿
彌
陀
佛
」
・
玄
斐
繹
で
は

「無
量
光
佛
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
此

の
原
語
を
考
え
る
爲
に
、
更
に
三
者
の
課
語
を
検
討
す
る
と
、
佛
陀
蹟

陀
羅
は
六
十
華
嚴
入
法
界
品
に

「
無
量
壽
佛
」

二
・
「
阿
彌
陀
佛
」
「
無

(4
)

量
光
佛
」
各

一
、
他
の
経
典
三
部
に

「無
量
壽
佛
」
二

・
「
阿彌
陀
佛
」

(
5
)一

、
實
又
難
陀
は
八
十
華
嚴
入
法
界
品
に
「無
量
壽
佛
」
二
・
「
阿
彌
陀
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(
6
)

佛
」

一
・
他
の
経
典
五
部
に
陀
羅
尼

と
し
て

「
彌
陀
婆
耶
」

一
・
「阿

(7
)

フ

彌
陀
佛
」
七
個
慮
示
さ
れ
る
。
玄
婁

は
構
讃
浮
土
佛
撮
受
経
に

"
日
二

ト

ノ

ノ

ヲ

ク

ヒ

ト

極
樂
輔其
中
世
尊
名
二無
量
壽
及
無
量
光
如
來
鷹
正
等
毘
一"
"(
光
明
無
量

ク

ト

の
故
に
)
名
二無
量
光
一〃
と
あ
る
外
は
十
方
段
を
除
い
て
、
す
べ
て
「無

量
壽
佛

」
で
あ
り
、
此
れ
は
現
存
梵
本
と
殆
ん
ど

一
致
し
、
他
の
経
典

(
9
)

二
部
で
は
、
「無
量
壽
佛
」
・
「
無
量
光
」
各

一
個
庭
示

さ
れ
る
。
從

つ

て
、
實

又
難
陀
は

一
個
庭
を
除
い
て
他
は

「
阿
彌
陀
佛
」
を
用
い
、
佛

陀
蹟
陀
羅

・
玄
婁
は
定

つ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
諸
課
者
中
、

最
も
玄

課
が
信
頼
出
來
る
と
さ
れ
、
ま
た
、
G
an
d
a
-v
y
u
h
a
に

示

さ
れ
る
語

が

「A
m
ita
bh
a
」
で
あ
る
事
を
考
え
る
と

「無
量
光
佛
」

が
正
し

い
課
語
と
云
え
よ
う
。
ま
た
、
密
敏
部
所
牧
の
無
量
壽
佛
名
の

記
述
を
見
る
と
、
陀
羅
尼
故
の
音
課
か
、
諸
佛
名
列
學
の
表
現
を
除
い

て
、
い
ず

れ
も
法
賢
は

「
無
量
壽
佛
」
と
云
う
課
語
を
用
い
て
い
た
と

云
え
る
。
醗
つ
て
、
無
量
壽
荘
巖
経
に
於
け
る
繹
語
は
、
十
二
の
名
構

を
以
つ
て
示
す
個
庭
を
除
い
て
、
い
ず
れ
も

「
無
量
壽
佛
」
で
あ
り
、

テ
ソ

ヲ

ト

ヲ

ク

し
か
も
他
課
に
見
ら
れ
な
い
表
現
と
し
て

"
立
二
名
無
量
壽

一
"
"
佛名
二

ト

ノ

ハ

ル
ニ

無
量
壽
一
"
と

一
名
構
と
し

て
と
ら
え
、
内
容
的
に
は

"彼
佛
如
來
來

ク

ル

ル
ニ

ク

ル

ニ
シ
テ

ズ

ニ

無
レ
所
レ來
去
無
レ所
レ
去
無
生
無
滅

非
二過
現
未
來
一
"
と
表
現
さ
れ
て

(10
)

い
る
鮎
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
彼
は
原
語
の
如
何
に
か

ゝ
わ
ら
ず
、
す

べ
て

「
無
量
諄
佛
」
と
表
現
し
、
し
か
も
、
密
敏
経
典
諜
出
に
於
け
る

五
佛
中
の
阿
彌
陀
佛
的
内
容
を
持
た
せ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に

極
樂

の
名
稽
に
つ
い
て
云
え
ば
、
五
部
六
個
庭
に

「
極
樂
」
四

・
「蘇

(11
)

珂
騨
帝
」
二
個
庭
示
さ
れ
る
が
、
見
る
べ
き
特
異
性
は
無
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
大
吉
祥
陀
羅
尼
経

の

「
如
是
我
聞
、

一
時
佛
在
蘇
珂
嚇
帝
佛

刹
」
と
頭
初
に
述

べ
ら
れ
る
記
述
は
、
通
常

「
如
是
我
聞
、

一
時
佛
」

と
読
か
れ
る
佛
が
繹
尊
で
あ
る
事
と
は
矛
盾
し

て
お
り
、
他
に
例
が
少

な
い
と
思
わ
れ
る
。

第
二
に
指
摘
さ
れ
る
鮎
は
、
無
量
壽
荘
嚴
経

の
他
課
に
比
し
て
輻
化
、

省
略
が
見
ら
れ
る
事
に
つ
い
て
で
あ
る
。
此
の
顯
著
な
例
と
し
て
、
決

定
義
経
が
學
げ
ら
れ
る
。
此
の
経
典
は

「
決
定
正
義
」
の
法
と
し
て
五

纏
か
ら
八
正
道
迄
二
十

一
の
名
義
を
説
い
て
い
る
が
、
同
じ
内
容
を
説

(
12
)

く
法
乗
決
定
経
三
巻
は
二
十
五
の
名
義
を
記
述
し
、

三
名
義
を
除
い
て

相
鷹
せ
る
名
義
は
爾
経
と
も
順
序
は
等
し
く
、

し
か
も
、
法
乗
義
決
定

(
13
)

経
に
は
決
定
義
経

の
最
後
八
正
道
以
降
に
五
名
義
が
読
か
れ
て
い
る
。

比
較
し
得
る
経
典
が

一
経
だ
け
で
あ
り
、
爾
経

の
成
立
の
明
確
な
位
置

づ
け
は
出
來
な
い
に
し
て
も
、
決
定
義
経
に
訣

け
る
名
義
は
古
く
か
ら

見
ら
れ
る
名
義
で
あ
り
、
ま
た
、
初
め
に
列
學

さ
れ
る
各
名
義
の
終
り

(
14
)

に
、
決
定
義
経
で
は

「
如
レ
是
等
法

是
名
二決
定
正
義
一」
と
後

の
省

略
が
讃
み
と
れ
る
語
を
用
い
、
法
乗
義
決
定
経

は
、
そ
れ
を
示
さ
ず
、

引
き
績
き
各
名
義
の
内
容
を
説

い
て
い
る
貼
を
考
え
る
と
、
法
賢
は
八

正
道
以
降
を
省
略
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
更
に
、
解
夏
経
・
大
乗
八
大

曼
肇
羅
経

・
虚
室
藏
菩
薩
陀
羅
尼
等
を
初
め
、

何
等
か
の
意
味
に
於

い

て
異
課
を
持
つ
経
典
が
、
殆
ん
ど
す
べ
て
、
字
数
も
少
な
く
、
更
に
、

課
出
経
典
七
十
六
部
中
、
巻
品
を
持
つ
経
典
が
わ
ず
か
十

一
部
で
、
非

法
賢
課
出
経

典

に
つ
い
て

(
柴

田
)
 

一
六
七
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法
賢
課
出
経
典
に

つ
い
て

(
柴

田
)
 

一
六
八

常
に
短
か
い
経
典
が
多
い
事
を
考
え
合
は
す
と
、
法
賢
繹
出
経
典
に
は

抄
課
と
云
う
特
徴
が
指
摘
出
來
よ
う
。

第
三
に
指
摘
さ
れ
る
貼
は
、
容
易
に
意
繹
さ
れ
得
る
と
考
え
ら
れ
る

語
を
音
繹
し

て
い
る
事
で
あ
る
。
此
の
鮎
に
關
し
て
は
、
秘
密
故
に
音

課
す
る
陀
羅
尼
を
除
い
て
、
そ
の
前
後
關
係
か
ら
容
易
に
釧
断
出
來
る

の
は
諸
佛
或
い
は
諸
佛
國
の
列
學
個
虜
に
於
い
て
で
あ
る
。
無
量
壽
荘

嚴
経
に
は
、
過
去
三
十
七
佛
名
と
他
方
菩
薩
の
浮
土
往
生
を
読
く
十
三

佛
名

の
二
個
虜
が
示
さ
れ
、
後
者
は
す
べ
て
意
繹
で
あ
り
無
量
壽
経
諸

本
と
の
比
較
も
容
易
で
あ
る
が
、
過
去
三
十
七
佛
名

の
中
に
は
二
つ
の

音
課
佛
名

が
示
さ
れ
る
。
此
の
個
腱
は
魏
課
無
量
壽
経
で
は
過
去
五
十

三
佛
と
し

て
著
明
で
あ
り
、
諸
異
本
の
比
較
に
つ
い
て
は

"
無
量
壽
荘

嚴
経
過
去
三
十
七
佛
は
、
梵
本
八
十
佛
中
の
第
四
十
二
佛
迄
に
同
じ
順

序
で

一
致
し
、
支
那
課
で
は
唐
課
無
量
壽
如
來
會
と
最
も
關
連
性
を
持

ち
、
そ
の
中
の
二

つ
の
音
繹
佛
名

(鉢
難
多
波
野
輸
・
賛
那
嚢
識
蝿
護
)

は
そ
の
前
後
か
ら
考
え
て
、
P
ra
tap
a
v
a
t
,
 
C
a
n
d
a
n
a
g
a
n
d
h
a
で

あ

(15
)

る
"
と
考

え
ら
れ
る
。
同
様
の
形
態
が
較
量

一
切
佛
刹
功
徳
経
に
於
け

る
十
佛
・
十
佛
國
名
に
も
見
ら
れ
る
。
前
述
の
如
く
、
六
十
・八
十
爾
華

嚴
、

玄
斐
課
の
異
課
を
持
つ
本
経
典
は
、
経
題

の
示
す
様
に

一
切
の
佛

國
功
徳
を
較
量
す
る
爲
に
、

い
ず
れ
も
等
し
く
十
佛
と
そ
の
佛
國
土
を

列
學
し
て
い
る
。
他
の
三
繹
は
そ
れ
等
を
す
べ
て
意
課
語
を
用
い
、
本

経
も
第
三
を
除
い
て
意
課
語
で
あ
り
、
夫

々
が
容
易
に
比
較
さ
れ
得
る

が
、
本
経

の
第
三
番

目
の
佛
國

土

(阿
彌
餌
沙
世
界
嚇
日
蝿
婆
識
難
鉢
蝿

摩
哩
那
嚢
佛
刹
)
だ
け
は
音
課
語
で
あ
る
。
他
の
三
課
は

い
ず
れ
も
袈

裟
瞳

(聖
服
瞳
)
世
界
の
金
剛
堅

(固
歓
喜
)
佛
刹
と
記
さ
れ
て
あ
る
か

(16
)

ら
、
本
経
で
も
同
様
で
あ

つ
た
事
に
疑
い
は
無

い
し
、
ま
た
、
現
在
の
漢

音
か
ら
推
定
し
て
も
あ
る
程
度
は
可
能
で
あ
る
。
更
に
、
此
の
語
は
從

來
の
中
國
謙
諜
論
か
ら
考
え
て
も
音
課
す
べ
き
語
で
も
無
く
、
法
賢
が

意
繹
出
來
な
か
つ
た
語
で
も
無
い
。
從
つ
て
、

そ
の
用
い
ら
れ
て
い
る

各
文
字
が
、
い
ず
れ
も
彼
が
そ
の
多
く
を
課
出
し
て
い
る
陀
羅
尼
に
於

い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
文
字
で
あ
る
事
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
彼
の
繹

出
せ
る
陀
羅
尼
経
典
の
影
響
を
多
分
に
受
け
て
い
る
と
同
時
に
、
彼
の

、
課
語
に
封
す
る
曖
昧
さ
を
示
す
事
に
外
な
ら
な

い
。
此
の
事
は
比
較
的

(
17
)

列
學
名
の
多
い
他
の
課
出
課
典
に
も
見
ら
れ
、
ま
た
、
す
べ
て
意
課
語

を
用
い
て
い
る
個
庭
も
あ
り
、
列
學
名
の
少
な

い
の
も
取
り
學
げ
る
と

全
く
統

一
は
と
れ
な
い
。
從
つ
て
、
昔
課
語
に
つ
い
て
、
名
構
の
列
學

と
云
う
大
ま
か
な
鮎
か
ら
も
云
い
得
る
事
は
、
彼
は
課
語
に
封
し
て
は

意
課
可
能
な
名
構
で
あ
つ
て
も
庭
々
音
繹
語
を
用
い
、
特
殊
な
意
味
を

持
た
せ
て
、
音
課
語
を
用
い
た
わ
け
で
も
無
く
、

此
の
鮎
で
は
必
ず
し

も
嚴
密
な
も
の
で
は
無
か
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
指
摘
さ
れ
る
鮎
と
し
て
、
彼

の
課
出
経
典
か
ら
汲
み
取
れ
る

思
想
形
態
で
あ
る
。
既
に
、
無
量
壽
荘
嚴
経
に

つ
い
て
は
諸
學
者
に
依

(18
)

り
"
一
切
成
佛
の
思
想
"
"
般
若
思
想

の
影
響
"
等

の
指
摘
が
あ
り
、
私

(
19
)

は

"
往
生
思
想
と
成
佛
思
想
の
二
重
の
構
造
"
と

考
え
て
い
る
。
法
賢

繹
出
経
典
に
つ
い
て
は
、
此
の
無
量
壽
荘
嚴
経

の
み
が
浄
土
経
典
で
あ
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り
、
無
量
壽
佛
・
極
樂
に
關
す
る
名
構
す
ら
十

一
部
に
し
か
示
さ
れ
ず
、

そ
れ
も

そ
の
内
容
が
多
分
に
密
敏
五
佛
中
の

一
佛
的
表
現

で
あ
る
か

ら
、
往
生
思
想
に
つ
い
て
は
殆
ん
ど
見
る
べ
き
も

の
は
無
い
が
、
成
佛

思
想
に
つ
い
て
は
注
意
す
べ
き
記
述
が
見
出
せ
る
。
喩
伽
大
教
王
経
五

巻
は
、
法
賢
課
出
経
典
中
で
は
大
部
な
経
典
で
あ
る
が
、
そ
の
第
二
巻

三
摩
地
品
に

「
復
説
三
摩
法
」
で
初
ま
り

「
是
名
二
…
…
三
摩
地
一
」
で

(
20
)

終
る
三
十
六
の
三
摩
地
法
が
説
か
れ
て
い
る
。
此
の
各
三
摩
地
の
記
述

形
態
を
無
量
壽
荘
嚴
経
三
十
六
本
願
文
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
中
、
二
十

の
三
摩
地
法
に
於
い
て
内
容
を
説
き
終

つ
た
後
に
「不
久
讃
二大
菩
提
一」

と
云
う

一
文
が
示
さ
れ
て
い
る
。
特
に
第
二
十
五
三
摩
地
法
の

「
若
人

樂
三求
生
こ
佛
刹
土
}

彼
人
決
定
随
レ
願
得
レ
生

非
久
之
間
速
謹
二
菩

提
こ

の

一
文
は
、
無
量
壽
荘
嚴
経
本
願
文
に
見
ら
れ
る

「
(令
生
我
刹
)

…
…
令

レ
得
二阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提

一」
の
記
述
と
非
常
に
類
似
し
て

い
る
。

此
の
形
態
は
法
賢
の
課
出
せ
る
四
十
三
密
教
部
経
典
を
通
し
て

も
、
ま
た
、
同
じ
く
繹
経
に
列
し
た
と
史
傳
に
傳
え
ら
れ
る
天
息
災

・

法
天
等

の
繹
出
経
典
を
通
讃
し
て
も
例
を
見
な
い
様
に
思
わ
れ
る
が
、

無
量
壽
荘
嚴
経
三
十
六
本
願
文
の
各
願
の
最
後
に
示
す

「令
得
阿
褥
多

羅
三
貌

三
菩
提
」
と
云
う
表
現
は
、
他
の
無
量
壽
経
六
異
本
に
は
全
く

見
ら
れ
な
い
か
ら
、
法
賢
の
意
圖
か
ら
爲
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る

な
ら
、
喩
伽
大
教
王
経
の
此
の
個
庭
と
大
い
に
類
似
性
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
更
に
、
此
の
成
佛
思
想
を
示
す
記
述
を
利
他
行
と
の
關
係
に
於

い
て
見
る
と
、
月
光
菩
薩
経
と
そ
の
異
繹

〔菩
薩
本
縁
経
・
賢
愚
経
の
一

部
分
〕
の
表
現
法
、
比
較
的
原
本
に
忠
實
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
て

い
る

玄
斐
課
の
異
課
を
持
つ
八
名
秘
密
陀
羅
尼
経

の
記
述
等

の
相
慮

に
よ

り
、
特
に
法
賢
の
課
出
経
典
に
は
成
佛
思
想
と
利
他
思
想
を
示
す
表
現

が
著
し
い
と
云
え
る
。

法
賢
の
繹
出
経
典

の
検
討
か
ら
釧
明
す
る
以
上
の
諸
貼
の
結
論
と
し

て
、
無
量
壽
佛
名
に
つ
い
て
は
、
そ
の
原
語
の
如
何
に
か
ゝ
わ
ら
ず
、

陀
羅
尼
中
の
音
課
を
除
い
て
、
す
べ
て

「
無
量
壽
」

の
語
を
以

つ
て
表

現
し
、
内
容
的
に
は
浄
土
教
思
想
に
於
け
る
報
身
報
土
の
概
念
で
は
無

く
、
密
敬
経
典
課
出
の
影
響
か
ら
法
身
佛
的
な
色
彩
が
加
味
さ
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
抄
繹
さ
れ
る
章
段
、
或

い
は
、
轄
化
さ
れ
た
記
述

形
態
に
つ
い
て
は
、
課
出
経
典
全
髄
の
特
徴
で
あ
り
、
此
の
事
は
異
本

と
の
相
違
を
槍
討
す
る
事
に
よ
つ
て
も
指
摘
さ
れ
る
。
課
語
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
名
稽
列
學
を
例
に
と
つ
て
も
そ
の
統

一
性
は
無
く
、
意
諜

す
べ
き
言
葉
に
音
繹
語
を
用

い
、
必
ず
し
も
嚴
密
な
意
味
を
持
た
せ
て

は
い
な
い
。
更
に
、
そ
の
思
想
形
態
の
特
異
性
に
つ
い
て
は
、
無
量
壽

荘
嚴
経
本
願
文
と
類
似
せ
る
形
態
が
見
ら
れ
、

異
本
と
の
比
較
に
よ
る

槍
討
か
ら
も
利
他
行
と
成
佛
思
想
の
貼
に
於

い
て
特
徴
が
見
ら
れ
る
。

無
量
壽
荘
嚴
経
に
つ
い
て
云
え
ば
、
法
賢
は
密
教
経
典
の
課
出
者
と
云

う
べ
く
、
唯

一
の
浄
土
経
典
で
あ
る
本
経
に
お
い
て
も
、
本
願
文
・阿
彌

陀
佛
を
は
じ
め
、
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
爾
、

法
賢
に
關
し
て
は
、
諸
史
傳
の
記
述
よ
り
法
天

・
天
息
災
と
の
同
名
説
、

(21
)

異
名
読
が
あ
る
が
、
此
の
鮎
に
つ
い
て
は
次
の
問
題
と
し
て
槍
討
す
る

法
賢
課
出
経
典

に
つ
い
て

(
柴

田
)
 

一
六
九
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法
賢
課
出
経
典

に
つ
い
て

(
柴

田
)
 

一
七
〇

(
22
)

所

存

で

あ

る
。

1
 

経

典

名

は
紙

数

の
關

係

か

ら

大

正

藏

目

録

番

號

を

記

す
。

N
o
.
8
9
0

(
大

正

1
8
)
;
 5
5
9
c
,
5
6
1
b
,
5
6
2
c
,5
6
3
c
,
5
6
4
b
,
5
7
4
c
,
57
7
b
,
5
7
8

c
,
57
9
c
,5
8
2
b
c
,
N
o
.8
91

(
大

正

18
)
;
5
8
3
a
,
58
4
c
)
-58
5
b
.
N
o
.

9
34

(
大
正

1
9
)
;
8
0
b
.
2
0
.
1
0
5
1

(
大

正

2
0
)
;
64
b
,
65
a
,
66
b
c
.

N
o
.
1
11
7

(
大

正

2
0
)
;
5
0
6h
c
.N
o
.
1
1
18

(
大

正

2
0
)
;
5
0
7
a
.N
o
.

13
5
0

(
大

正

2
1
)
;8
64
a
.
N
o
.
13
8
4

(大

正

2
1
)
;
9
0
4
c
.

2
 

N
o
.
2
9
0

(
大

正

10
)
;
5
9
2
b
.

3
 

N
o
.
2
7
8

(
大

正

9
);
5
8
9
c
.
N
o
.
2
7
9

(大

正

10
)
;
2
4
1
a
.
N
o
.

2
8
9

(
大

正

1
0
)
;
5
9
1
c
.

4
 

(
大

臣

9
)
;
6
94
c
,
7
6
4
b
,
7
8
6
b
c
.

5
 

N
o
.
2
96

(
大

正

1
0
)
;
8
7
9
c
.N
o
.
6
4
3

(大

正

1
5
);

6
8
8
c
,
6
8
9

a
.N
o
.
1
0
1
2

(
大

正

1
9
);
6
8
4
b
.

6
 

(
大

正

1
0
)
;
3
3
9
c
,
4
4
3
a
b
.

7
 

N
o
.
3
0
1

(
大

正

1
0
)
;
9
9
1
a
.N
o
.
3
10

(
大

正

1
1
)
;
3
4
7
c
,
3
4
8

b
c
,3
4
9
c
.
N
o
.
10
8
2

(
大

正

2
0
)
;
1
9
8
a
,2
0
0
群

(
3
)
.
N
o
.1
6
6
7
(大

正

3
2
)
;
5
9
1
b
.

8
 

N
o
.
3
6
7

(
大

正

12
)
;
34
8
c
,
3
4
9
c
.

9
 

N
o
.
4
7
6

(
大

正

1
4
)
;
5
7
4
b
,
N
o
.
10
94

(
大

正

2
0
)
;
4
0
3
c
.

10
 

(
大

正

12
)
;
32
1
a
b
.

1
1
 
N
o
.
2
90

(
大

正

1
0
)
;
5
9
2
b
.
N
o
.
8
9
0

(
大

正

1
8
)
;
5
8
2
b
-
c
.

N
o
.
1
0
5
1

(大

正

2
0
)
;
6
5
a
c
.N
o
.
1
1
1
7

(大

正

2
0
)
;
5
8
6
b
.
N
o
.

1
3
8
1

(
大

正

2
1
)
;
9
0
3
c
.

12
 

如

來

十
力

、

四
無

所

畏

、

四
無

擬

智

13
 

十
六
心
念
、

聲
聞
四
果
、

十
八
不
共
法
、

三
十

二
相
大
丈
夫
相
、

八
十

種
随

形
相
好

14
 

(
大
正

12
);
6
50
c
.

15
 
拙
稿

「
無
量
壽
経

過
去
佛
名

に
つ
い
て
」

〔
札

幌

大

谷

短

大

紀

要

第

二
號

〕

16
 

註
2
、

3

17
 
N
o
.4
8
8
,N
o
.1
2
8
8
,N
o
,
1
3
5
0
e
tc
.

18
 

望
月
信
亨
著

『
佛
敢
経
典
成
立
史
論
』
二
〇

六
頁
-
二

〇
九
頁

、
木
村

泰
賢
著

『
大
乗
佛
敬
概
論
』
四
七
〇
頁
-
四

九
〇
頁
、
池
本

重
臣

著

『
大

無
量
壽
経

の
敢
理
史
的
研
究
』
二
九
六
頁
-
三

五
二
頁
、
等

19
 

拙
稿
「
無
量
壽
荘
嚴
経
本
願
文

に
つ
い
て
」
〔印
佛
研
第

十

一
巻
第

一
號
〕

20
 

N
o
.
8
9
0
(
大
正

1
8
);
5
6
4
a
-
5
68
b
.

21
 

佛
租
統
記

・
鮮
符
法
寳
録
等

2
2
 拙
稿

「
法
天
改
名
法
賢
説
に

つ
い
て
」

〔宗
教
研
究
昭
和
四

十

年

大

會

紀
要
〕
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